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日
常
生

活
の

あ
ら
ゆ

る

厄
災
は、

超
自
然
的
存

在
と

の

関
係
が

崩
壊
し
た

こ

と

の

結
果
で

あ

り
、

二

者
間
の

均
衡
の

破
壊
と
み

な
さ
れ
る

。

そ
し
て

イ

バ

ン

は
、

儀
礼

的
行

為
に

よ
っ

て

そ
の

均
衡
の

破

壊
を
回

復
す
る

。

リ

チ

ャ

ー

ド
は、

ア

ダ

ッ

ト

違

反
に

対
す
る

罰
則
は

、

違
反
の

結
果
と
し
て

生

じ
る

神
や
霊
と

の

均
衡
の

破
壊
を
修
正

す
る

こ

と
を

目

的
と

し
て

お

り、

そ
こ

に
は
呪

術
的

、

儀
礼
的
効
果
が
期
待
さ

れ
、

違
反

者
に

対
し
て

苦
痛
や

損
失
を
与
え
る

た
め
で

は
な
い

と
述
べ

る
。

こ

う
し
た
刑
罰
の

観

念
に

お

い

て、

イ
バ

ン

の

ア

ダ
ッ

ト
は
西

洋
社

会
で

認
識
さ
れ
て

い

る

法

と
は

異
な
る
こ

と
を

、

彼
は

強
調
す
る
の

で

あ
っ

た
。

　

と
は

い

え、

リ

チ
ャ

ー

ド
の

記

述
ス

タ

イ

ル

は

非

常
に

体
系
的
で

あ

り、

行
政
官
と
し
て

ア

ダ
ッ

ト
を
実
際
に
用
い

な
け
れ
ば
な
ら
な
い

彼
の

立

場
が

窺
え
る

。

禁
止

行
為
を
可
能
な
限

り
簡

潔
な

文
章
で

述
べ
、

各
違

反
行
為
の

科
料
は

す
べ

て

金

銭
で

定
め
ら
れ
て

い

る
。

し
か
し
そ
の
一

方

で
、

イ

バ

ン

の

世

界
観
を
背

景
に

し
た
ア

ダ
ッ

ト
を
制
定
法
と
し
て

法
典

化
す
る

こ

と

で
、

そ
の

本
質
が

損

な
わ

れ

る

可
能
性
を

彼
は

考
え
て

い

た
。

そ
の

た

め
リ
チ
ャ

ー

ド
は
、

記
述
の

な
か
で

イ
バ

ン

語
を

多
用
し、

そ

し
て

そ
の

語
句
や

イ
バ

ン

の

慣
習
に
関
わ
る

説
明
を
丁
寧
に

付

す
る
こ

と
で

単
な
る

制
定

法
に

陥
ら
な
い

こ

と
を
意
識
し

た

の

で

あ
る

。

　

実
際
に
リ
チ
ャ

ー

ド
が
記

録、

編
纂
作

業
を

行
っ

た

ア

ダ
ッ

ト

記
録
に

は

イ

バ

ン

語
や
彼
ら
の

宗
教
的
世
界
観
の

知
識
な
し
に
は
理

解
し
に

く
い

内

容
も

多
く
含
ま
れ
て

い

る
。

ア

ダ
ッ

ト
に

よ
っ

て

規
定
さ
れ
る

違
反

行

為
は

、

イ
バ

ン

語
で

は

プ
マ

リ

と

呼
ば
れ、

こ

の

言
葉
を
リ
チ
ャ

ー

ド
は

単
な

る

慣
習
の

違
反
で

は

な

く、

神
や
霊
と
の

関
係
の

悪
化
と
し
て

儀
礼

的

不
調
和
と
い

う
表
現
で

説
明
す
る

。

そ
し
て

、

比

較
的
軽

微
な
ア

ダ
ッ

ト

違
反
の

場
合
に
は

、

ジ
ュ

ン

ス

ラ

ン

と

呼
ば
れ

る、

神
々

に

捧
げ
物
を

供
え
る

儀
礼
的
行

為
が
違

反
者
に

は

課
さ

れ

る

こ

と
を
述
べ

る
。

こ

う
し

た

説
明
を
付

与
し
な
が
ら

彼
は
、

行
政
官
と
し

て

ア

ダ
ッ

ト
の

成
文
化
に

取

り
組
み
な
が
ら
も、

イ
バ

ン

の

論
理
を

維
持

す
る

こ

と
を

目
指
し
た

と

言
え
る

g

　
ま
た、

サ
ラ

ワ

ク

独
立

後
、

イ
バ

ン

を
は

じ
め
と
す
る

ネ
イ
テ

ィ

ブ

主

体
の

記

録
活
動
に

お
い

て

も
、

彼
の

記
述
ス

タ

イ
ル

や

現
地

語
の

説
明
な

ど

が

踏

襲
さ
れ
て

い

く
。

こ

う
し
た

点
に

お

い

て、

彼
の

記

録
活
動
は

、

サ
ラ

ワ

ク

に
お
け
る

ア

ダ
ッ

ト

記
録
の

礎
と
し
て

位
置
づ

け
る

こ

と
が

で

き
る

だ
ろ

う
。

タ
イ

上
座
仏

教
と
国

家

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

矢
野
　
秀
武

　
一
　

は
じ
め

に

　

本
発

表
で

は
、

現
代
タ
イ
の

国
家
行
政
事
業
に

お

け
る

宗
教
活
動
と
し

て

の

「

官
制
仏
教
（
行
政

仏
教
）

」

を、

「

サ

ン

ガ

（
僧

団
）

の

仏
教
」

と

連

動
さ
せ

、

公
認

化
論
（

公

認
教
制

の

形

成）

と

し
て
一

般
化
す
る
こ

と
を

目
的
と

す
る

。

そ
の

際、

石

井
米
雄
（
『

上
座

部
仏
教
の

政
治
社

会

学
』

）

に

お
け
る

議
論、

特
に
エ

ク
レ

シ

ア

（
チ
ャ

ー

チ
）

論
に
着
目
し、

こ

れ

を
公
認

化
論
と
し
て

鋳
な

お
す
こ

と
を
目

的
と
す
る

。

　
こ

の

目
的
の

背

後
に

は
、

先
進
国
の

宗
教
社

会
学
的
な
テ

ー

マ

（

世
俗

化
、

私

事
化

、

脱

私
事
化
な
ど

）

と
、

途
上

国
に

お

け
る

宗
教
研
究
の

主

要
な
テ

ー

マ

（
国

教
化
・

公

認
教
化

、

宗
教
・

民
族
紛

争
、

宗
教
的
ナ

シ

ョ

ナ

リ

ズ

ム

な
ど）

の
、

地
域

的
か

つ

デ

イ

シ

プ
リ

ン

的
な

知
的
棲
み

分

け

状
況
を

問
い

直
し、

同

時
代
的
な

現
象
と
し

て

関
係
づ

け
る

と
い

う
問

題

意
識
が
あ
る

。
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二

　
石
井
米
雄
『

上

座
部
仏
教
の

政
治
社
会
学
』

（
一

九

七
五
）

　

石
井
の

書
籍
を
こ

こ

で

と

り
あ
げ
る
理
由
は、

一

つ

に

は

上
座
仏
教

研

究
の

古
典
と

し
て

日
本
の

宗
教
研
究
者
の

問
で

重
視
さ
れ
て

い

る

こ

と、

さ
ら
に

石
井
自
身
が
述
べ

て

い

る

よ

う
に、

石

井
の

こ

の

書

籍
刊

行
後

、

上

座
仏
教
と

国
家
の

関

係
に

関
す
る

体
系
的
な

研
究
成
果
が
み

ら
れ

ず、

今
で

も
石
井
の

研
究
が
重
視
さ
れ
て

い

る
こ

と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る

。

　

石
井
は

タ
イ
の

上

座
仏

教
を

事
例
に

、

脱
俗
の

サ
ン

ガ

と

世

俗
社

会

（

一

般
民

衆
の

生

活
世

界
お
よ
び

王

権
や
国

家
）

が、

ど

の

よ

う
な
つ

な

が
り
を
持
つ

か
に

焦
点
を
合
わ

せ
、

四
つ

の

モ

デ

ル

を

提
示
し
た

。

つ

ま

り
、

一

般
民
衆
の

生
活
世

界
と

サ
ン

ガ

の

多
様
な
つ

な
が
り
の

社

会
的

構

造
モ

デ

ル
、

上

座

仏
教
の

組

織
化
に

関
わ
る

仏
教
エ

ク

レ

シ

ア

の

モ

デ

ル
、

王

権
・

正
法
・

サ
ン

ガ

の

相
関
モ

デ
ル

、

立
憲

体
制
下
に

お

け
る

国

家
と
サ

ン

ガ
・

王

権
の

相
関
モ

デ

ル

で

あ
っ

た
。

　

三

　
石
井
の

議
論
の

問
題

点

　

石

井
の

こ

の

書

籍
の

後
、

文
化
人
類

学
に

よ
る

研

究
蓄
積
が
増
加
し、

特
に
一

般
民
衆
の

生
活

世
界
と
サ
ン

ガ

と
の

関

係
に

つ

い

て

実
り

多
い

成

果
が

表
れ
た

。

し
か
し、

サ
ン

ガ

と

国
家
と
の

関
係
に

つ

い

て

は、

進
展

は

見
ら

れ
な
か
っ

た
。

理
由
の
一

つ

は
、

石
井
の

使

用
し
た

概
念
が
比
較

研
究
に

適
用
し
に

く
い

と

言
っ

た
点
が

考
え
ら
れ

る
。

例
え
ば

、

王
権
論

へ

の

注
目
は、

王

権
不

在
の

上
座
仏
教

圏
の

国

家
の

モ

デ

ル

に

は
な
り
に

く
い

。

ま
た、

ト
レ

ル

チ

の

チ

ャ

ー

チ

論
・

ベ

ッ

カ

ー

の
エ

ク

レ

シ

ア

論

を
下

敷
き
に

し
た

、

仏

教
エ

ク

レ

シ

ア

論
は

、

他
国
の

現
象
に

応
用
可
能

性
が

あ
る

の

だ
が

、

エ

ク

レ

シ

ア

（
チ
ャ

ー

チ
）

概

念
に

お

け
る

中
世
キ

リ
ス

ト

教
モ

デ

ル

故
の

偏
り

（

カ

ト
リ

ッ

ク
へ

の

偏

り、

近

代
性
・

ナ
シ

ョ

ナ

ル

化
・

植
民
地
化

論
の

不
在）

か
ら

、

比

較
研

究
へ

の

扉
が
開
か
れ

に

く
か
っ

た

点
も

指
摘
で

き
る

。

　

四

　
エ

ク

レ

シ

ア

（
チ
ャ

ー

チ）

論
か
ら
公

認
化
論
へ

　

そ
こ

で

本
発
表
で

は
、

石
井
の
エ

ク

レ

シ

ア

（
チ

ャ

ー

チ
）

論
の

可
能

性
を
引

き
出

す
た
め

に
、

宗
教
の

公
認

化
論
と
し
て

鋳
な
お

す
こ

と

を

試

み
た

。

そ
れ
は
、

国
民
国
家
が

政
治
や

世

俗
性
の

優
越
性
を
保
持
し

つ

つ
、

近

代
化
を
進
め

る

た

め
に

、

諸

宗
教
の

影
響
力
や

集
団
や
象
徴
を
機
能
的

に
配
置

換
え

す
る

こ

と
で

あ

り
、

具
体
的
に

は
、

少
数
の

カ

テ
ゴ

リ
ー

に

宗
教
を

区
分
け
し
、

ナ

シ
ョ

ナ

ル

化
・

標
準
化
し
、

さ

ら
に

教
育
な
ど
の

行
政

事
業
を

通
じ
て

こ

れ
を

促
進
し
て

い

く
も
の

で

あ
る

。

先
進
国
の

政

教

分
離
・

世
俗
化
と
は

異
な
る

が
、

政

治
・

世

俗
性
の

優
位
を
つ

く
る

近

代

化
の

オ

プ
シ
ョ

ン

と
言
え
よ

う
。

　
こ

れ
は

、

国
家
に

よ

る

宗
教
の

コ

ン

ト
ロ

ー

ル

や
、

コ

ミ
ュ

ナ
ル

対
立

（

宗
教

民
族
対
立）

を

助
長

す
る

面
も
否
め

な
い

が
、

他
方
で

宗
教
が
公

共
域
に

参
加
す
る

回
路
を
つ

く

り
、

複

雑
な

宗
教
民
族
対
立

を
縮
減
し

討

議
の

ア

リ
ー

ナ
を

形
成
す
る

試
み

で

あ
る
と
も

言
え
よ

う
。

バ

ッ

フ

ァ

ゾ
ー

ン

の

チ

ベ

ッ

ト

仏
教

　

ー
リ
メ

運
動
の

展
開
に

焦
点
を

当
て

て

ー

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

別
所

裕
介

　

本

論
の

目
的
は

、

今
日
の

チ

ベ

ッ

ト

仏
教
の

グ
ロ

ー

バ

ル

な

布
置
を

「

バ

ッ

フ

ァ

ゾ

ー

ン

（
緩
衝
領
域
）
」

と

い

う
視
点
か
ら

捉
え
る
こ

と
で

、

ヒ

マ

ラ

ヤ

仏
教
圏
を

媒
介
と
し
た
研
究

方
針
に

ひ
と

つ

の

展
望
を

開
く
こ

と

に

あ
る

。

そ

の

た
め

に、

近

世
に

起
源
を

も
つ

教
流
で

あ
る

「

リ
メ

（

ユ
の

∋
 

α
）

」

に

焦
点
を
当
て

て、

そ

の

時

代
的
展
開
と
地

域
的
連
環
の

具

体
像
か

ら

前
記
の

視
点
を
説
き
起
こ

す
。
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